サメガワムラ ニ オケル シンキ ゾウセイ スイデン ヘ ノ タイヒ シヨウ ガ ドジョウ チッソ ムキカ トクセイ オヨビ スイトウ ノ セイサンセイ ニ オヨボス エイキョウ by 石井 洋平 et al.






（平成 26 年 11 月 20 日受付/平成 27 年 3 月 10 日受理）
要約：本研究は福島県鮫川村にある「豊かな土づくりセンター」で作られた堆肥を利用した循環型農業を推
進させるための基礎資料を得るため，新たに造成された水田Ⅰ（750 m2）と水田Ⅱ（900 m2）において，


































































2011 年から 2013 年の 3 年間行った。2011 年は移植時に
24 g/m2 の化成肥料（8-8-8）を全層施用し，7 月 29 日には
18 g/m2 の有機肥料（10-10-10）を表層施用した。また，
2012 年は移植時に 2 kg/m2 の堆肥のみを全層施用した。






は 2012 年 4 月 10 日に製造された堆肥を採取し，その成分
などについては表 1 に示した。播種日および移植日は
2011 年が 5 月 1 日および 5 月 29 日，2012 年が 5 月 1 日お
よび 5 月 31 日，2013 年が 4 月 30 日および 5 月 29 日であっ
た。播種量は育苗箱あたり乾籾 100 g で，成苗を 30 cm×





　2011 年 5 月 28 日および 2013 年 5 月 25 日に両水田のそ
れぞれ 3 ヶ所から土壌を採取し，根やゴミは取り除き 2 mm
の円孔篩に全通させたものを土壌調査に供した。pH は土
壌 10 g と純水あるいは 1 規定の塩化カリウム溶液 25 ml を
大型試験管に入れ，10 分間の攪拌後に上澄み液をポータブ




恒温器で培養した。培養期間中 3～7 日ごと 42 日まで 3 反
復分を取り出し，ポリ容器に移し 20％ KCl 溶液と蒸留水
を加えて 10％ KCl 溶液にして振とう機にかけた。その後
遠心分離した上澄み液をサンプル液とし，インドフェノー
ル法で定量した。
　3 年間を通して，成熟期にイネの採取を中庸な 6 株 3 反
復について行い，地上部乾物重と体内窒素濃度を調査した。
また，成熟期には 24 株，3 反復のサンプリングを行って玄
米収量を調査した。地上部乾物重は通風高温乾燥機 FC-









　2011 年から 2013 年における移植から成熟期の日平均気
温の推移は図 1 に示した。数値はすべて気象庁のデータ
ベース（福島県東白川）7） から引用したものである。2012




　2011 年および 2013 年に採取した水田土壌の pH（H2O）
は 5.6～5.7，pH（KCl）は 4.3 で，水田による違いはなかっ
た。また，土壌の湛水培養実験から得られた窒素無機化曲




よりも若干高く推移した。また，2011 年と 2013 年を比較




2011 年の 7～10 倍の速度で推移した。42 日間の湛水培養





ついては，2011 年および 2012 年は表 2 に，2013 年は表 3















































年と 2013 年の間で 1～1.5 mgN/100 g 乾土の窒素無機化量
の差があった。30℃，42 日間の湛水培養は 6 月から 7 月に
かけての期間にほぼ相当しており，8 月に入った時点では










































































































































had  less easily decomposable matter,  the  inorganic nitrogen of the soil  increased to 2-3 gNm－2  in 2013.  
Therefore, we must apply much compost every year, probably  leading to  increased  inorganic nitrogen 
and  improved physical properties of  the soil.   We should promote recycling agriculture with special 
consideration of the rate and timing of compost application, and the method of field control.
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